
令和6年度（2024年度）学校評価報告書 

園名 宝塚市立 末成幼稚園 園長名 小野 光良 

１ 学校教育目標 

心はずませ たくましく生きる幼児の育成 ～遊ぼう 話そう 挑戦しよう～ 

２ 重点目標 

〇 主体的に生活する幼児をめざす        〇 子育て支援の充実をめざす 

〇 開かれた特色ある幼稚園づくりをめざす    〇 研究・研修活動を充実させ専門性を高め、心豊かな教師をめざす 

３ 学校自己評価結果（A：優れている B：良い C：おおむね良好 D：要改善） 

領

域 
評価の観点及び評価項目 

達成

状況 
学校の取組状況・改善の方策 

４ 評価項目ごとの学校関係者評価 

学

校 

運 

営 

開かれた

幼稚園づ

くり 

・家庭や地域への情報発信 

・保護者や地域の方の教育力を活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

B 

○できるだけ参観や懇談の回数をもつこ

と、「お話広場」や個人懇談会、ドキュメ

ンテーション等で園での遊びの様子や幼

児の育ちを保護者に理解してもらえるよ

うに、発信に努めた。しかし、ホームペー

ジの更新が滞ることがあった。 

〇保護者の評価は、おおむね理解を得られ

ているが、知らせの遅さを指摘されている

こともあり、できるだけ早めの知らせを心

がける。 

○保護者のボランティアによる絵本の貸

し出し、誕生会でのハッピーステージや年

長児のわくわくタイム、地域の方との花植

え、家族参加型のファイトの会等を実施す

ることができ、幼児と保護者、地域の方々

との触れ合う機会となった。次年度も工夫

をし、地域の幼稚園としての機能アップも

図りたい。 

 ○ ホームページは、広くいろいろな

人が見て、幼稚園を知る機会になるの

で、欠かさず更新をお願いしたい。 

 

○ 日常的な子どもの様子や活動を知

る参観ができるよう引き続き考えてほ

しい。 

 

○ 各種サークル活動で親子の交流が

できていることは大変よかった。 

教職員の

資質向上 

・教師間の連携を促進し、学び合う

機会を設定 

・幼児理解の取り組み 

 

 

 

 

A 

○園内研を通して、講師から客観的な指導

や助言を受けながら、保育について客観的

に見ることができ、環境構成や援助の在り

方を学び合った。 

○ 幼児の表情、言葉、しぐさからその思

いを汲み取り、内面を理解に努めた。また、

職員間で気付いたことを互いに伝え合う

保育カンファレンスを今後も引き続き行

いたい。 

○ 継続して職員研修を行い、幼児の

理解を深め、自己研鑽に努めてほしい。 

 

〇 市全体の研究園としての成果を引

き続き生かして、保育に努めてもらい

たい。 

教 

育 

課 

程 

幼児期に

ふさわし

い生活の

展開 

・遊びや生活の中において自分で考

え行動できるような保育の工夫 

 

 

 

A 

○保護者の園評価では、おおむね良しとの

回答を得ているので、慢心せず、引き続き

しっかりと保育実践を積み上げていく。 

○自分で考えたり、友達と試したりできる

ような環境を整え、困った時には見守りや

気持ちに添いながらあきらめないで行動

できる園児の育成を進める。 

○ 生活発表会では、自分の役割だけ

でなく、互いにフォローし合う姿が見

られ、成長を感じる内容であった。 

基本的生

活習慣の

育成 

・挨拶、身支度等園生活全般にわた

る機会を捉えた基本的生活習慣の

確立 

・ルールの必要性や物事の善し悪し

に自ら気付くような指導の工夫 

 

 

 

 

B 

〇話を聞くことの大切さを繰り返し指導

してきた。今後も丁寧に取り組んでいきた

い。また、あいさつも自然とできる園児の

育成にも努めたい。 

○遊びや生活の場で起こった出来事を学

級で取り上げて、自分の思いを話したり友

達の意見を聞いたりする場面をつくるこ

とで自分とは違う意見がある事にも気付

かせ、ルールの大切さに気付かせる。 

○ 学校応援団として庭の掃除や草木

の手入れをしている時に挨拶をしてく

れる親子もおり、嬉しい気持ちになる。 

 

○ 遊びの中でルールの必要性や善悪

を学んでいくので、多くの体験や経験

ができているので評価したい。そして、

継続してほしい。 



課 

題 

教 

育 

校種間連

携 

・中学校区内の保幼小中の連携  

 

 

 

 

 

B 

○中学校区内の保幼小中の教師間での研

修会参加、定期的な管理職の連絡会での情

報交換や課題についての連携できた。 

〇近隣の保育所や私立保育所との交流の

「プレ１年生」行事も具体的にかつ定期的

に実施していくことも忘れない。 

○小学校教諭の出前授業を受けたり、近隣

の保育所園児と一緒に交流したり、就学す

る小学校の授業参観へも行ったりするこ

とができた。 

○小学校にも幼稚園を公開し、異校種で見

学し合い滑らかな接続や育ちについて考

える機会を設けた。 

○ 小学校への段差を少なくするため

に保幼小中との連携は大切である。引

き続き、小学校への参観や情報交換、

研修会を進めてもらいたい。 

 

○ 幼児が実際に小学校の授業を見る

ことは、滑らかな接続につながる。今

後も小学校へ行きたくなる工夫をして

ほしい。 

特別支援

教育 

 

・幼児一人一人の課題を職員で共通

理解そして支援体制の工夫 

 

 

 

A 

○担任や加配教員が中心となり幼児の状

況を発信することで、一人ひとりの育ちや

課題を共有しながら全職員が連携し関わ

ることができた。今後も全職員で連携を密

にして、個別支援計画に基づき、支援でき

るように努める。 

〇家庭との連携も図っていく工夫にも努

める。 

○ 一人ひとりを大切にする保育を継

続してほしい。 

独 

自 

項 

目 

めざす子

ども像の

推進 

・保育要領に沿った保育の推進と工

夫 

 

 

 

 

B 

○幼児が自分らしく安心して生活できる

ように幼児理解に努め、一人ひとりの発達

や育ちに応じた援助を心掛けた。 

〇今年度は研究園としてのテーマを中心

に保育を進めることが多かったが、この研

究で学んだことを意識して今後の保育を

進める。 

〇幼児同士が相手の気持ちに気付く場面

を設定したり、思いを上手に表現する場面

づくりを作ったりとめざす子どもの姿（い

わゆる「10の姿」）に近づけるよう保育を

展開する。 

○ 就学前施設としての役割をさらに

進め、一人ひとりがしっかりと力をつ

けて小学校に就学できるよう保育を進

めてほしい。 

保護者連

携 

・親育てとともに保護者と園双方の

連携による子育て 

 

 

 

 

B 

○未就園児クラスを実施することができ、

より幼稚園の雰囲気に慣れる機会になっ

たと保護者からも喜ばれた。ただ、在園児

と一緒に遊ぶことが少なかったので次年

度の課題としたい。 

〇園児数が減少しているからこそ、PTAの

みならず保護者と交わる機会を設け、保護

者と園による子育ての充実を図りたい。 

○ 未就園の子どもや保護者の交流場

所として園庭開放や教室を引き続き開

催してもらいたい。公立幼稚園を知っ

てもらえるよい機会となる。 

 

○ 保護者の協力が得られるよう魅力

ある園運営を心掛け、幼稚園教育を盛

り上げてほしい。 

５ 学校評価の実施方法についての学校関係者評価 

保護者対象のアンケートを各行事や年度末に実施し、結果をふまえ教職員で丁寧に自己評価を行っており、情報収集は適切で

ある。また、様々な意見や感想に対しても真摯に受け止め、園の見解を掲載していることは評価できる。 

６ 総合的な学校関係者評価 

・常日頃から幼児の様々な体験や経験となる行事や保育を心掛け、工夫したり丁寧に声掛けを行っていることを今後も継続し

てもらいたい。 

・園児数が少なくなっていることをメリットととらえ、さらなる工夫で就学前施設としての責務を果たしてもいらいたい。 

７ 市教育委員会等への要望 

○園児数減少への歯止めとなる公立幼稚園の魅力づくりやサポートをしっかりと考えてほしい。 

○支援が必要な園児にとって、公立幼稚園がセ－フティネットの役割を果たせるように保育環境や人的環境を整えてほしい。 

○保育後の預かり保育の負担軽減や養護教諭（助教諭）の定数配置など専任性や教員数確保に精力的に取り組み、少しでも業

務改善が進み、日常の保育が充実でき、魅力ある公立幼稚園となるよう、推進してもらいたい。 

 


